
筑豊からの石炭ロードが

日本の近代化産業・ 5ヽ.

扉を開いた。
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には、 130､657般の
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近代化産業を支えた堀川運河
遠ｎ 堀川が完成iJ’ると 遠－川の上流の忖々から | 年口米 j や l 作物 j

なとが 「川ひらた」 と いう 川船で双1ぱれるよう にな りま した．

潮の満ち 引さ に関係な く 、 「品物」 が呂松まで萍ばん石ぎる よ う にな

る と 、 遠闘堀川沿いの杓はと ても にざわいま した． そ して憑興堀川沿い

に町並みかつ く られていきま した．
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近世の終わり 頃 （18 4 0江頃） にな ると 、 筑Ｓ 地方でほられた石炭は、

この i川ひらた 」 にla まれ、 遠興堀川を通つて、 若松へと 運ばれま した．

多い年には、 1万そう をこえる 「川ひらた」 が迫卿堀川を通行しま した．

その頃 （18 9 1年）、 連ａ が安く ．しかも ､ 石炭を 速く 、 大曙に迎ぺる鉄

遡 「筑四線」 が間洒し 、 また 、 19 0 8年には 「６ 月線」 が間通 しま した．

いく ら 「川ひらた 」 で
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も 、 「蒸気機間 ■J によ

る 大●輸送には太刀 I Jち

で きず／

にへ つて いさ ま した ．
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li･ ａ 明は 13 万そ う を ’11
こ えた 「川ひらた」 によ ’

る石嵌の備送も急粛にへ爽り 、 鉄通によ る 輸送にき 。

り かわつてい つて し Ｊ つ

たのです．

そ し て 、 19 3 8 ほには、

と う と う 、 「川ひ ら た 」

は、 ;１圖堀川から 完全に

その姿を 消 して しまいま

した．
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